
【補足説明資料１】
レンタル受注の登録から請求書発行まで

システムテストにあたり、レンタル受注から請求書発行、返却までの簡単な運用例をご説明します。
（マスタ登録やシステム管理系は除きます）

１．　システム操作フロー

システムでは受注入力は必須です。
得意先より注文あり 状況＝見積　で登録した場合は見積書が発行できます。

状況＝受注　で出荷ができます。受注同時出荷もできます。
同時出荷しない場合は、一括出荷処理でまとめて出荷できます。

日付別で、入荷予定や出荷予定が確認できます。
（予定確認画面）

受注ﾃﾞｰﾀをまとめて出荷できます。
受注同時出荷していないデータが対象で行単位に出荷できます。
出荷により在庫が落ち、貸渡書（レンタル品の納品書）が
発行可となります。
一括出荷したデータは売上計上の対象となります。

レンタル品の貸渡書（納品書や請求書）が発行できます。
販売品は発行対象となりません。

返却処理で在庫が戻ります。
同時に返却日までの売上が自動作成されます。
返却書（引取伝票）が発行可となります。

レンタル品の返却書（引取伝票）が発行できます。

入金がある場合は
入金入力で処理します。

締日までの売上が自動作成されます。
作成された売上と返却までの売上、
および入金明細が月次の請求書の
発行対象となります。

月次の請求書が発行できます。

※詳細は各画面のマニュアルをご確認ください。
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